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ロ
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
灘

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分
前
納
さ

れ
る
か
た
を
対
象
に
「
口
座
振
替
」

制
度
を
取
り
入
れ
、
保
険
料
納
入
に

利
便
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
口
座
振
替
」
制
度
を
利
用

さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料
の
割
引
（
年

五
分
五
厘
）
が
あ
る
こ
と
、
金
融
機

関
に
出
向
か
な
く
て
も
金
融
機
関
が

代
行
し
て
納
入
し
て
く
れ
る
こ
と
、

年
一
回
の
納
入
で
済
む
こ
と
、
振
替

が
済
め
ば
、
送
ら
れ
て
く
る
領
収
書

を
保
管
す
る
だ
け
で
い
い
等
便
利
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
同
制
度
へ

の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
ロ
座
振
替
の
範
囲
　
一
年
前
納
保

険
料

●
昭
和
五
十
四
年
度
前
納
額
　
定
額

三
万
八
千
六
百
四
十
円
（
割
引
額
九

i萎

萎

肉をおいしく
食べるために③

とり肉……皮は色及び艶
がよく、毛穴がもりあが
っているもの、締まりの
よいものが新鮮。

（低脂肪の9ンバク源で
コレステロール含量も卵
の約協位です。）

百
六
十
円
）
　
付
加
保
険
料
四
万
三

千
三
百
二
十
円
（
割
引
額
千
八
十
円
）

　
な
お
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
四
年

四
月
か
ら
、
一
ヵ
月
三
千
三
百
円
に

改
定
さ
れ
ま
す
、

●
申
し
込
み
期
限
　
昭
和
五
十
四
年

二
月
末
日

●
手
続
き
　
預
金
通
帳
と
そ
れ
に
使

用
し
て
い
る
印
鑑
、
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
（
年
金
手
帳
や
保
険
料
領

収
書
）
を
持
参
し
イ
＼
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
（
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
）
の
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
．
（
農
協
の
事
業
所
で

振
替
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
業

所
名
ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

●
取
扱
い
金
融
機
関
　
第
四
銀
行
・

北
越
銀
行
・
大
光
相
互
銀
行
・
新
潟

相
互
銀
行
・
新
潟
県
信
用
組
合
各
十

　市教育委員会では、昭和54年度の市奨学生を

つぎのとおり募集します。

応募資格　昭和54年度、高等学校、高等専門学

校、短期大学、大学に進学予定または在学中の

つぎの各号に該当する人。

　①本市に3年以上居住する世帯の子弟　②学

業成績が優秀と認められる人　③経済的な理由

で学費の支弁が困難な人　④心身共に健全な人

奨学金の額（月額）　高校・高専（5，000円）

大学・短大（11，000円）

貸与期闇　昭和54年4月から、その人の在学す

る学校の最短修業年限の終期まで

採用予定者数　高校・高専（12名）　大学・短

大（8名）

出願書類　奨学金貸与願書、在学学校長推せん

書（成績証明書添付）戸籍謄本及び住民票謄本

医師の身体検査書、前年度所得証明書

書類の題出先　2月20日までに市教育委員会

（87－3111内線274）へ
その他　3月下旬に奨学生を決定し、本人に通
知します。

日
町
支
店
・
十
日
町
市
農
業
協
同
組

合
本
所
及
び
各
事
業
所

●
口
座
振
替
期
日
　
毎
年
四
月
二
十
日

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
・
市
民
課
国

民
年
金
係
（
8
七
－
三
一
二
内
線

一
二
八
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
山
口
昭
一
（
山
根
）
五
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
中
町
忠
詩
（
ド
条

中
央
通
り
）
十
五
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
小
原
洋
一
（
水
口
）
五
千
円
（
香

典
返
し
）
　
▼
関
口
四
郎
　
五
千
円

▼
匿
名
（
二
件
）
二
万
五
千
円
　
▼

布
川
十
三
九
（
本
町
二
）
七
万
円
（
香

典
返
し
）

歳
末
た
す
け
あ
い

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

新
川
屋
酒
店
　
モ
チ
十
ニ
ケ
ー
ス

▼
桑
原
正
治
　
花
・
日
用
品
　
▼
ク

ラ
ブ
ド
ン
従
業
員
一
同
　
四
万
三
千

五
百
六
十
三
円
　
▼
上
越
舗
道
社
員

一
同
　
｝
万
二
千
四
百
六
十
円
　
▼

灘
　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
と
は
、
十
目
町
市
と
川
西
町
が
共

同
で
組
合
を
組
織
し
、
ご
み
の
収
集
・

運
搬
、
焼
却
・
埋
立
、
し
尿
の
汲
み

取
り
・
運
搬
・
処
理
、
し
尿
浄
化
槽

の
清
掃
・
維
持
管
理
、
火
葬
場
、
霊

枢
車
の
管
理
運
営
を
担
当
し
て
い
る

組
合
で
す
．
昭
和
四
十
八
年
卜
月
］

日
に
発
足
し
、
満
五
年
過
ぎ
ま
し
た
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
各
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
た
廃
棄
物
（
家
庭
系
ご
み
）

に
つ
い
て
は
、
計
画
表
に
従
い
収
集

運
搬
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
に

部位別名称 使用上の特徽 主な料理の例

手羽肉
脂肪が少ないので味は

淡白でゃわらかい
焼きもの・いため
もの・煮もの・蒸
しもの・サラダなど

手羽先
肉は少ないが、ゼラチ
ン質に富む。

脂肪も多い

かr）揚げ・煮こみも

の

も　も肉
やや硬いが、脂肪があ
り味にはコクがある

かρ）揚げ・固まり

で焼く・かレー・

煮込み

ささ身
牛豚のヒレにあたるも
の。1本硬いすじがあ
るので除いて使う

すり身・わん種・
あえもの・さしみ・

サラダ

伴
っ
て
排
出
さ
れ
た
多
量
の
廃
棄
物

（
事
業
系
ご
み
）
は
業
者
自
ら
運
搬

し
て
も
ら
い
焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
し
尿
の
汲
み
取
り
は
、
各
区
域
担

当
の
業
者
（
許
可
業
者
）
が
、
各
位

の
申
し
込
み
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
清
掃
の

委
託
契
約
を
結
ん
だ
業
者
が
、
適
時

清
掃
を
実
施
し
ま
す
．
な
お
、
区
域

に
よ
っ
て
担
当
業
者
が
き
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
お
ま
ち

が
い
の
な
い
よ
う
、
こ
注
意
願
い
ま
す
。

　
お
た
が
い
に
、
き
れ
い
な
住
み
良

い
町
っ
く
り
の
た
め
、
特
段
の
、
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設

　
　
組
合
事
務
局
長
　
池
田
士
郎
）

服
部
会
計
事
務
所
　
六
千
四
亘
．
一
十

三
円
　
▼
馬
場
小
珠
田
分
校
　
三
千

二
百
七
十
八
円
　
▼
ロ
ー
ダ
リ
ー
ア

ク
ト
　
七
万
一
千
四
百
十
九
円
　
▼

庭
野
み
よ
の
　
三
千
円
　
▼
匿
名

（
二
件
）
一
万
二
千
百
二
十
一
円

▼
ス
ナ
ツ
ク
ビ
ク
ト
リ
ー
お
客
一
同

一
万
二
千
五
百
円
　
▼
モ
ア
お
客
一

同
一
万
六
千
六
百
三
十
一
円

　
　
∂
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び
ト
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、
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薯
い
徐
　
　
　
．
蹴

嘩
ン
ー
す
　
　
惣
酵

薯
薯
ね
、
黙
建
寵

　
　
　
　
　
　
『
『
罠

．
、
．
π
舞
欝
　
謹
炉

　
　
　
蘇
ヒ
つ
陛
”
・

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
二
十
六
日
働
　
午
後
一
時

～
午
後
四
時
ま
で
　
四
日
町
第
一
の

一
部

　
　
　
　
　
　
　
』

惨
．
が
2
蜀

　
O
羊
の
よ
う
に
お
だ
や
か
で
、
落

ち
つ
い
た
お
正
月
で
し
た
。
今
年
一

年
間
が
天
災
、
人
災
の
な
い
平
穏
な

一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
○
妻
有
地
方
に
は
正
月
の
伝
説
や

わ
ら
べ
唄
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま

す
。
今
月
の
表
紙
は
、
そ
の
わ
ら
べ

唄
を
絵
に
し
て
み
ま
し
た
。
イ
ラ
ス

ト
は
青
年
学
級
の
内
藤
礼
子
さ
ん
で

す
。　

O
．
米
”
の
ジ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め

ま
し
た
。
今
年
は
、
新
ら
し
い
企
画

を
い
く
つ
か
取
り
入
れ
ま
す
。

■市勢／人ロ…50，210人（男24，630・女25，580人）／世帯数…l　l、931／面積…2H．44k㎡（i2月1日現在

お
知
ら
せ
　
新
年
の
年
賀
状
配
達
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
（
＋
日
町
市
）

翻膨

編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認；1∫（1部6円）
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・
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し
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く
だ
さ
い
－
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○

雨
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印象的でした。あの舞台は本当に雪だ　i　スケールでは札幌が大きいのですが・商業ベースにはまi市民の皆さんが参加しているのに驚き
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妻有の春をいい顔で迎えよう（本町4商店街振興組合）

ガリバー（上新田青壮年会〉審査風景
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雪まつりの街に

孚鷺，．

風　　神（懇西会）

嚇醐陸．

市長賞に「妻有の灘顔で迎えよう、

　お客様にお茶とお菓子をサービス

☆コミュニティ広場
　　　　　（市役所前広場）

の
　　　　　　　　　　　、、
　幽伊藤紘一さん　：
　　　　　　（長野市）　：
　　　　　　　　　　　ヨ　妻の実家が十日町なので、：

　　　　　　　　　　　ロ子供が生まれてから毎年来て・
　　　　　　　　　　　　います。小雪び）せいか雪像が：

　　　　　　　　　　　コすこし小さめび）ようですが、：

　　　　　　　　　　　コこんな雪まー）りも、またいい：

　　　　　　　　　　　　ものですね。　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　：

　、

癬更ぷ区、、荏さLト』

6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳？選でキモノ、米などがあたりま
る

2　した。思いがけないプレゼント
リ

6にビックリ。そしてニッコリ。？

6

　雪び）芸術展（雪像）には、一般作品r21」、特別作品r8」・つ

学童作品では13校が出品。2月9日夜から、12名の審査員6

が市内をまわり審査した結果・つぎのように各賞が決ま1）き

ました．　　　　　　　　　　　　　　＄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　また、30周年記念功労賞として、永年雪の芸術展に寄与2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つした20団体も表彰されました．　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？幽雪の芸術展審査結果　触　　　　　　　　　　　　　　＄
　◎市長賞　妻有の春をいい顔で逸えよう（本町4商店街＄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る振興組合）◎市議会議長賞　風複（墾西会〉　◎織物工業？

協同組合理事長賞　極点を目指して（川原町晒青会）

商工会議所会頭賞　おもいで（袋町稲和会）　◎青年会議き

所理事長賞

ズクラブ賞

一クラブ賞

一クラブ賞

青年部会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　、亀
囹田代祥之君（新潟●中野山小1年）☆i

今目はお母さんときたの・最近大阪ワi

から引っ越してきたばかりだよ・アスンi

レチックはおもしろかつた。恐竜から／て…

もすべったよ。　　　　　　　　　　　　　1

　　織物が当たった大西一弘さ
　　ん（写真）（埼玉県草加市）は

　　くに（四国）のお田さんに贈

◎1るのだと大喜碑

星よりの使者（江道猿倉部落）

一・r法師（勤労青少年ホーム）　◎ロータリ？
　　　　　　　　　　　　　　　　らガリバー（上新晴壮年会）◎北・一タリ1◎臨時駐車約、5，㎝台

ワンパク広場に恐竜が出た（本町5・6丁目　＄

　　　　　　　　　　　　　　　　＄◎観光バス駐車場　ピーク
　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　時57台
◎ユースホステル十日町グループ◎青年会3
　　　　　◎駅通り商店街振興組合　◎3◎臨時増発バス　約140台
　　　　　　　　　　　　　　　　つ

鵬

，クi
広i

場i

未i

　町：
　一ムー　　1
　ノ＼　　I
　o　　　I
　　　ヨ　睦：
　織：
　物：
　十：
　日　：
　町　：
　工　：

　場：

　跡1
　地1　）　　I
　　　I
　　　I
　　　I
　　　’
　　ノ

　　　　つひ心o心ひooつ←oO心“OG心ひoo，つ○心ひQG・QO・oσ心○・つ○心○つひoo・oO・Q“鐙心o覗・oひ㈱・◇σ・㏄。◇ひ○○心鱒心ひ

◎ラィオ・1　道路も旅館も飯山線も満員

囹特別功労賞（20団体〉

◎青年学級

議所　◎勤労青少年ホーム

課丁♂藩纂2磁囎鷺羅志◎1◎＋日町縣降客約15・…人
◎高田町・丁目◎あすなろ会◎㈱若草フア・シ・ンセ1◎宿泊客湯沢・長岡方面

ンダー　◎山路野会　◎宮下青年会　◎高等職業訓練校　1　　　　　　まで

◎ユースホステル和裸路　◎服飾専門学校　　　　　　　　串
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　　（稲荷町・宇都宮グラウンド）

講吐餌鍬壺述
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囹坂井武雄さん
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雪まつりには毎年来てい

ます．今年は小雪だったか

ら皆さん苦労されたでしょ

う。広場が五・）に増えて楽

しめました。

していますね。

蒙
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　　冬の内仕事（復元民家
⑤古代・中世一、

　　　　　越後布

　馬場上遺跡
・新田一族の興亡
・妻有地方の宗教文化

・青苧の生産と流通

　越後縮の始まり

⑦近世一越後縮とくらし

　・領主の移・ノ変わ・｝

　・近世の農右†と農民

　・育苧と越後縮の生産

　・機織と信仰
　　縮市と縮商人

　　越後縮のできろ峯〔

始まる展示が、こび）模型で示された地域の自然と文化にっい

て行オ）れていることを知r）せる意味をもっています．

　内容的には、河岸段丘によって形づくられたこの地方の地

形的特徴や、河岸段丘のできるわけにー）いての解説等があり

ます．中でも大きな地形模型には、地域内の小中高校なと力押

ボタン式ランフ。で表示され、自分た亡）び）地域がひとめでわか

るようになっています。また、地層や地質にー）いてび）解説誕、

みρ）れ出土した大昔の動植物化石なども展示されています。

｝
添
儲

麟タ
ぬ畿蝶鑛饗

③信濃川一利用と恵み

　・信濃川の荷舟と筏

　渡し舟と交通網
　・信濃川に生息する魚類

　・サケ、マス取りの漁法

「④原始時代，織

　　物との出会い

・最初の住民たち

狩と漁の生活
・米作リ4）始まり

・織物の始まり

・織物に使われた繊維

●大テーマ

　　妻有地加）

　　自然と文化

●キヤッチフレーズ

　　雪と織物と

　　信濃川

②雪一＋日町とその姿

　　・記録「雪とのたたかい」

　　・豪雪の量一日町

　　・十日町の気象
　　・雪の降るしくみ
＼：喜囎霧、、、ノ

現代の十日町市絹織物製品

⑧近代覗代→撫物
　　　　　　と十日町

　・麻から絹への転換

　・絹織物産地の確立
　　今日の十日町織物

圏
國

①信濃川一その成

　　　　　　り立ち

　・妻有地方の地形
＼　　　（地形模型）」

入口

①信濃川一　　　　∵鞠
△台地とその成り鐵熱

　　　●項　目

　　　　①妻有地方の地形（地形模型）

　このテーマは、地形模型を中心としていて、博物館の展示

室の内ではなく、休憩室に出ています。これは博物館にやっ
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でし曝す，ρ，ρ苞準館開
㊥⑫㊥

一4月27日のオoフンをめざして一

園
［
困
圖
［
山
団
團
圓
圏
圖
囹
①

講
繍
講
鰭
隙
鎌
　

　
講
鱗
撫
驚
㎜

幾路

⑥雪一きぴしさと知恵

　　小正月

　・節季市

　　冬じたく

　　冬の外仕事

　　冬の内仕事（復元民家
⑤古代・中世一、

　　　　　越後布

　馬場上遺跡
・新田一族の興亡
・妻有地方の宗教文化

・青苧の生産と流通

　越後縮の始まり

⑦近世一越後縮とくらし

　・領主の移・ノ変わ・｝

　・近世の農右†と農民

　・育苧と越後縮の生産

　・機織と信仰
　　縮市と縮商人

　　越後縮のできろ峯〔

始まる展示が、こび）模型で示された地域の自然と文化にっい

て行オ）れていることを知r）せる意味をもっています．

　内容的には、河岸段丘によって形づくられたこの地方の地

形的特徴や、河岸段丘のできるわけにー）いての解説等があり

ます．中でも大きな地形模型には、地域内の小中高校なと力押

ボタン式ランフ。で表示され、自分た亡）び）地域がひとめでわか

るようになっています。また、地層や地質にー）いてび）解説誕、

みρ）れ出土した大昔の動植物化石なども展示されています。

｝
添
儲

麟タ
ぬ畿蝶鑛饗

③信濃川一利用と恵み

　・信濃川の荷舟と筏

　渡し舟と交通網
　・信濃川に生息する魚類

　・サケ、マス取りの漁法

「④原始時代，織

　　物との出会い

・最初の住民たち

狩と漁の生活
・米作リ4）始まり

・織物の始まり

・織物に使われた繊維

●大テーマ

　　妻有地加）

　　自然と文化

●キヤッチフレーズ

　　雪と織物と

　　信濃川

②雪一＋日町とその姿

　　・記録「雪とのたたかい」

　　・豪雪の量一日町

　　・十日町の気象
　　・雪の降るしくみ
＼：喜囎霧、、、ノ

現代の十日町市絹織物製品

⑧近代覗代→撫物
　　　　　　と十日町

　・麻から絹への転換

　・絹織物産地の確立
　　今日の十日町織物

圏
國

①信濃川一その成

　　　　　　り立ち

　・妻有地方の地形
＼　　　（地形模型）」

入口

①信濃川一　　　　∵鞠
△台地とその成り鐵熱

　　　●項　目

　　　　①妻有地方の地形（地形模型）

　このテーマは、地形模型を中心としていて、博物館の展示

室の内ではなく、休憩室に出ています。これは博物館にやっ

てきた人たちに、この地域を知ってもらうためと、これから

《
》
上
空
よ
り
市
街
地
を
望
む

。
木
・
倒
勧
・

（第3種郵便物認可）昭和54年2月15日

　ここでは kに、冬になるとこの地方をおおい・）くす雪につ

いて、その科学的な面から解説し七うとしています。オート

スライドによるr雪とび）たたかい」び）記録、1佃町における

気象や豪雪のデータ、主た雪の結晶や雪び）造形にー）いてび）解

説や貴重な写真、　そして積った雪の人々に与える影響な

どを中心として、先にあげた9つび）項目をたてて展示します

9番目び）r雪と動物」では、雪国でくらす動物たちび）ハクセ

イとい’、しょに、小さな雪虫｛、展示され玄す。

，蓬

『毎

蕪
　　蓄

とおガ診お（5）

項目で構成してあります。

　現在こそ、上流にできた発電所の響影で信濃川も、水量が

少ないですが、昔は水量も多く交通や運搬の手段として、舟

がかなりつかわれていました。

　また、川からとれる魚類は、人々のたいせつなタンパク源

でした。

　こうした点から、舟と運搬に関する資料、漁携に使った道

具などをとりそろえ、展示してあります。

十日町とその姿②雪

⑥雪の造形

⑦雪の変化と重さ

⑧なだれ

⑨雪と動物

　　　　●項　目

①記録「雪とのたたかい」

②豪雪の十日町

③十日町の気象

④雪の降るしくみ

⑤雪の結晶

O
め
ず
ら
し
い
冠
雪

　　o
『雪華図説』

　　　　　（正・続）

　　　　一　　　　　雪の結晶
　　　　　o針（左）
　　　　　o星状（中）
　　　　　〇六角板（右）

　　　　　　0

で
、
覇
遮
〆

．
瀞

利用と恵み③信濃川

　　　　●項　目

①信濃川の荷舟と筏　　　　　　③信濃川に生息する魚類

②渡し舟と交通網　　　　　　　④サケ、マスとりの漁法

　このコーナーは、妻有地方の人々と信濃川のかかわりを、

信濃川を利用した水運と漁携からとりあげて、左記σ）4つの

O
サ
ケ
ツ
ヅ
と
ハ
ッ
ツ
ア
カ

O
筏

　
○
庭
野
宏
平

　
○
宮
入
国
治

　
○
保
坂
タ
ケ

た
）
○
小
沢
才
吉

解
田
村
葵

い
q
O
丸
山
富
士
郎

蒲
。
吉
町
新
窪

う
（
○
俵
山
忠
雄

博物館資料ありがと

○
多
田
　
滋

○
大
島
良
作

○
酒
井
高
吉

○
滝
沢
仁
吉

o
霜
垣
弘
文

○
滝
沢
栄
輔

○
滝
沢
貞
次

江
道

宮
ド
東

学
校
町
二

小
泉

中
条
旭
町

南
新
田
町

本
町
二

、
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ツ
屋

卜
什
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月
　
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
1
6
日
囲

　
～

2
月
2
8
日
困

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
　
　
役
　
　
所

日雀即
く

・
除

土
は

3
月
1
日
困

9
・
3
0
～
4
・
00

下
　
条
　
出
　
張
　
所

m
・
00
～
3
・
0
0

漉
　
野
　
作
　
業
　
所

3
月
2
日
囲

9
・
3
0
～
4
・
0
0

中
　
条
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
）

3
月
5
日
帽

9
・
3
0
～
3
・
0
0

六
　
箇
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

船
　
坂
　
作
　
業
　
所

3
月
6
日
㈹

9
・
3
0
～
4
・
0
0

川
　
治
　
公
　
民
　
館

m
・
0
0
～
3
・
00

大
　
池
　
作
　
業
　
所

3
月
7
日
困

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

野
　
中
　
作
　
業
　
所

3
月
8
日
㈱

9
・
3
0
～
3
・
0
0

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日
團

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
　
田
　
出
　
張
　
所

10
・
0
0
～
3
・
00

鉢
　
　
公
　
　
民
　
　
館

3
月
1
2
目
㈲

　
～

3
月
1
5
日
困

9
・
oo
～
4
・
oo

市
　
　
役
　
　
所

欝
嘉
宅
児
置
そ
ヲ
饗

市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
目

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
三
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
五
日
）

ま
で
に
市
税
務
課
ま
た
は
市
政
事
務

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

記
載
方
法
の
相
談
は
　
上
表
の
と
お

り
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
書
き

方
等
不
明
の
点
は
も
よ
り
の
申
告
相

談
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
市
民
税
係

（
3
七
－
三
二
一
番
内
線
二
〇
七

有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

　
　
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
し
た
か
た
は
、
市
民
税
や
事
業

税
の
申
告
書
は
提
出
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
つ
ぎ
の
よ
う
な
と
き
確
定
申
告
を

　
す
る
と
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す

◎国民健康保険料第6期の納期

　限は2月28日困です。

◎年度末が近づきました。市税

　等の未納はありませんか。も

　う一度お確かめください。

納期内納付を励行しましょう
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米
消
費
の
問
題
に
は
根
深
い
も
の
が

あ
っ
て
一
朝
に
は
解
決
し
そ
う
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
こ
と
に
こ
の
十
年
間
で
日

本
人
の
食
べ
物
、
あ
る
い
は
食
生
活

は
大
い
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
よ
く
い

わ
れ
る
こ
と
で
す
。

来
食
中
心
の
食
生
活
か
ら
麺
類
、

パ
ン
食
、
魚
類
、
肉
類
な
ど
を
多
く

摂
取
す
る
洋
風
型
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら

始
ま
っ
た
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
、

パ
ン
食
と
副
食
物
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
食
生
活
が
変

化
し
て
き
た
過
程
に
は
、
生
活
水
準

の
向
上
、
食
糧
政
策
、
栄
養
学
な
ど
、

そ
れ
な
り
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
と
に
か
．
く
国
民
の
「
米
ば
な
れ
」

が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も

な
い
事
実
で
す
。

①
火
災
や
水
害
、
盗
難
な
ど
に
よ
り

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
と
き

　
損
害
額
（
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
部
分
を
除
く
）
の
う
ち
、
所

得
の
十
暫
を
越
え
る
金
額
が
雑
損
控

除
と
し
て
所
得
か
ら
差
引
か
れ
ま
す
。

②
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

　
本
人
の
家
族
が
病
気
に
な
り
多
額

の
医
療
費
を
払
っ
た
と
き
は
、
実
際

に
負
担
し
た
医
療
費
（
領
収
書
が
必

要
）
の
う
ち
五
万
円
（
所
得
の
五
暫

と
ど
ち
ら
か
少
な
い
額
）
を
超
え
る

金
額
が
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
か

麟
．
幾
雛
蕪
．
、
．
慧

納
税
は
、
便
利
な
振
替
ロ
座
で

　
納
税
は
電
話
や
N
H
K
の
受
信
料

と
同
じ
よ
う
に
、
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
納
め

ら
れ
な
い
か
た
は
、
延
納
制
度
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

十
日
町
税
務
所
（
8
二
⊥
一
二
八
一

番
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
　
国
民
の

　
　
　
　
「
米
ば
な
れ
」

　
日
本
は
昔
か
ら
「
瑞
穂
の
国
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
の
す
み
ず
み

で
米
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
．
永
い

歴
史
の
中
で
、
日
本
人
の
食
生
活
を

支
え
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
米
。

　
戦
後
を
通
じ
て
、
食
糧
難
時
代
に

は
強
制
供
出
ま
で
励
行
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
米

は
あ
り
余
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
生

産
量
に
比
べ
て
消
費
量
が
落
ち
込
ん

で
い
る
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
米
の
消
費
量
は
、
昭
和
三
十
七
年

で
一
人
一
日
あ
た
り
玄
米
三
二
四
砂
ラ
、

昭
和
五
十
一
年
で
は
二
三
六
躍
ラ
に
減

っ
て
い
ま
す
。
茶
わ
ん
に
し
て
三
．

二
杯
食
べ
て
い
た
の
が
二
・
三
杯
し

か
食
べ
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。
国

民
一
人
一
人
が
、
一
日
約
一
杯
ず
つ

多
く
食
べ
れ
ば
米
の
過
剰
問
題
は
解

決
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

瞬051年　　　　　日召不037年

1人1日当り2．3杯　1人1日当り3．2杯

（ご飯換算5209）　（ご飯換算7109）

　，ノ、　　　　　　！p’層嚇、、

暫風》
曾9曾
曾　曾

　　　　　　　　曾

赤い羽嬢霧搬禰藤難
　鱗類壽あ雛継農譲羅

綾勲醐雑醐擁緯
構縄麟議・編麟醗獣
鑛擁爆懸離鵡
謹糊馨麟榊㌶懸
簿醸灘鱗鰹繋攣藩
臨懸鱗灘漉熱難蟻

ら
差
引
か
れ
ま
す
（
最
高
二
百
万
円

ま
で
）

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
と
き

　
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
買
っ
た
と
き
は
、
床
面
積
三
・
三

平
方
材
あ
た
り
千
円
、
最
高
三
万
円

が
三
年
間
所
得
税
額
か
ら
差
引
か
れ

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
民
間
の
金
融
機
関
な

ど
か
ら
償
還
期
間
十
年
以
上
の
融
資

を
受
け
て
取
得
し
て
い
る
と
き
は
、

最
高
三
万
円
、
合
せ
て
六
万
円
が
三

年
間
所
得
税
額
か
ら
差
引
か
れ
ま
す
。
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潟
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来

灘
惣
嫉
覇
難
灘
擁
轟
撒
躍
脚
蟻
螺

鷺
義
、
郷
藩
．
、
慧
灘
．
鱗
　
毒
塗
讐
．
肇
や
箋
の
た

驚
陰
2
勢
董
響
豫
葱
善
霧
ゆ
慧
た
め
に
曳
．

剛
叢
欝
．
ぞ
携
纏
獄
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鋳
磯
奮
物
孕
．

““
轡
茎
を
韓
、
瀦
礁
懸
騨
φ
藤
蜜
た
．
＋
β
町
は
霧
審
で
も

璽
塾
蚕
蚕
勇
§
勇
廼
妻
器
垂
勇
重
藝
塾
勇
璽
釦
蓼
要
褻
藝
蚕
項
褻
垂
藝
唾
勇
豹
要
藝
唾
勇
蚕
釜

、
餐
欝
蕪
藻
購
郷
藁
講

孫
し
髪
峯
欝
雛
馨
糠
馨
、

姦
轄
繋
毅
欝
雛
難
纏
器

を
、
熱
㎜
雛
驚
幽
紹
，
締
難
疑
み
糞
、
篶
顎

萎
癒
婁
、
雛

　
蝋
藁
漁
惣
纏
欝
』
『
中
魚
沼
繋
織

集
繰
盤
鑑
一
繕
継
鱈
’
郷
繕
鯉
⑳
麟
藁
熱
慧
勲
難

　
解
繊
欝
　
　
。
劉
ー
饗
簾
繋
．
攣
魏
、
、
、

甲
婁
婁
嚢
翫
薫
霧
糠

無
訓
勤
雛
攣
が
溝
、
繊
物
の
面
か
ら
牽
日

、
穫
蹴
搬
｝
史
蓼
譲
し
た
も
の
に
繋
十
日

～
勤
鞭
瓢
掬
嚢
紙
奮
漢
↑
導
β
勧
繊

鞠
黛
賄
翻
あ
り
ま
す
。
と
く
に
「
同

業
織
禽
幾
』
に
爆
、
越
後
縮
の
生
産

　
や
灘
避
鷹
關
蘭
る
災
耕
も
多
く
収
め

　
ら
れ
て
お
讐
恥
，
そ
の
秀
面
鐙
醗
究
に

　
礫
焚
撫
矯
襟
い
婁
物
で
す
。
・

、
そ
の
ほ
か
に
も
、
『
十
魏
財
繊
物
の

あ
ゆ
み
』
『
妻
も
の
、
現
代
に
生
き

る
伝
続
嚇
姦
ど
薩
お
樵
．
織
勝
産
馳

吉
鷲
婁
灘
鷺
蓼
総

ザ
く
ま
去
め
ら
れ
ヤ
い
ま
す
。
　
　
～

　
募
、
華
騨
舞
編
す
拳
騰

史
（
市
吏
）
絃
残
念
撫
纏
ら
蕊
躍
論

く
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
．
け
れ
ど
懇
、
丁

部
分
的
な
も
の
に
橡
『
水
沢
村
史
』

が
あ
り
、
水
沢
地
薩
を
尊
心
と
し
叢

古
代
～
窺
代
楼
わ
．
趨
る
歴
史
と
、
民

総
行
事
や
僑
濃
川
の
通
船
に
蘭
ず
る

記
録
が
丹
念
に
認
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
叢
榊
政
儒
㎜
行
後
の
歩
み
を
行

政
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
に
、
糧
十
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

鼎

麟講蔀

融鮫梛吟－

公
釜
図
甕

、
《
《
夢
￥
ノ
￥
ノ
￥
《
《
ノ
￥
ノ
￥
／
￥
／
￥

曽懲

財
二
÷
離
吏
」
が
あ
り
糞
攣
。

　
さ
ら
鷺
陶
二
の
地
方
の
生
活
や
文

化
の
薗
か
携
し
る
し
驚
讐
”
物
も
あ
蕩

ま
す
．轟

鵜
慧
鍵
鍵
難

侮
．
鰻
鰹
雛
瞭
鰭
燵
、
歴
喪
、
民
俗
、

考
吉
、
嚢
物
窺
地
質
噸
ゼ
の
面
か
ら

の
報
告
が
鐙
っ
て
麟
ま
す
。

　
ま
た
輪
牽
臼
欝
諮
に
お
け
る
文
化

財
の
欝
糞
｝
蒙
豊
W
に
は
、
立
教
大

学
博
物
館
学
講
座
の
学
生
の
調
査
を

も
と
に
し
た
、
，
斎
内
各
地
の
民
総
行

事
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
の
人
々
が
昔
の

く
ら
し
を
ヲ
ー
マ
に
、
自
分
た
ち
で

学
校
施
設
を
開
放

　
　
　
　
　
利
用
申
し
込
み
は
3
月
1
0
日
ま
で
に

　
社
会
体
育
の
普
及
振
興
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
学
校
施
設
を
学
校
教
育

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
一
般
市
民
に
開
放
し
ま
す
。

開
放
校
　
十
日
町
中
学
校
、
南
中
学
校
、
十
日
町
小
学
校
、
西
小
学
校
、
東

小
学
校
、
中
条
小
学
校
、
水
沢
小
学
校
、
吉
田
小
学
校
、
下
条
小
学
校
、
鐙

島
小
学
校
、
飛
渡
第
一
小
学
校
、
六
箇
小
学
校

開
放
内
容

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
通
り

各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

利
用
者
　
利
用
者
は
原
則
と
し
て
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
十
人
以
上

で
構
成
す
る
団
体
で
、
か
つ
責
任
者
が
明
確
な
場
合
で
す
。

申
し
込
み
方
法
　
利
用
団
体
は
、
所
定
の
申
込
書
を
三
月
十
日
ま
で
に
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

●

社
会
奉
仕
の
善
行
、
人
命
救
助
事
故

防
止
な
ど
の
善
行
に
該
当
し
、
他
の

模
範
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
こ
と
。

推
せ
ん
の
方
法
　
推
せ
ん
書
の
記
載

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
、
社
会
福

祉
事
務
所
（
8
七
⊥
三
一
一
番
内

線
一
二
五
）
へ
。

纈
会
津
織
土
箆
』
『
十
日
財
組
地
誌

書
滋
轍
婦
『
越
騰
山
都
豊
』
な
ど
が

あ
嬢
、
村
々
の
様
子
や
人
々
の
く
ら

し
ぶ
り
を
知
る
ζ
と
が
で
き
康
す
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
も
の
は
、
ほ
ん

の
一
部
で
す
が
、
ほ
か
に
も
公
民
館

図
書
室
に
は
、
郷
土
の
こ
と
を
学
ぶ

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
備
え
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ど
ん
ど
ん
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鋸
靴
鱗
欝
鑑

螂心

行青少年の推せんを∬善
を
広
め
、

る
。

　
新
潟
県
有
職
青
少
年
顕

彰
基
金
で
は
、
昭
和
四
十

五
年
に
顕
彰
事
業
を
開
始

し
て
以
来
二
百
八
十
九
人

の
善
行
有
職
青
少
年
を
表

彰
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
も
つ
ぎ
の
と
お

り
表
彰
を
行
い
ま
す
の

で
、
優
れ
た
善
行
有
職
青

少
年
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
主
旨
　
県
内
で
働

く
青
少
年
の
う
ち
、
優
れ

た
善
行
を
し
て
い
る
人
を

表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
や
職
場
に
善
行
の
輪

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

表
彰
予
定
人
員

推
せ
ん
の
締
切

四
十
人
位

三
月
十
日

被
表
彰
者
の
資
格
　
①
昭
和
三
十
二

年
三
月
二
十
一
日
以
後
に
出
生
し
た

人
　
②
定
職
を
も
ち
、
県
内
で
居
住

ま
た
は
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
③

　
　
　
　
　
　

お
お
む
ね
職
場
な
ど
に
お
け
る
善
行

母
子
福
祉
資
金
ー
小
．
中
学

校
入
学
時
の
支
度
資
金
新
設

　
こ
れ
ま
で
、
高
等
学
校
以
上
の
入

学
に
つ
い
て
だ
け
修
学
支
度
資
金
の

貸
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
小
・
中
学
校
入
学
に
っ
い
て
も

支
度
資
金
貸
付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

貸
付
の
要
件
　
　
「
所
得
税
非
課
税
世

帯
」
で
あ
る
こ
と
。

貸
付
額
　
小
学
校
入
学
二
万
五
千
円

　
　
　
　
中
学
校
入
学
二
万
九
千
円

　
母
子
家
庭
で
貸
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
社
会
福
祉
事
務
所
母
子
福
祉

係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
一

五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

惣
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一

甑れqn姻即伽中伽吻伽伽伽幽伽

とくちメモ

締取挙選

饗
馨
ー
レ
騨
糧
睡
瀧
疑
緯
轡
し

一般的には選挙運動および選挙

おける政治活動に関する取締り

ことをいいます瓜このほかに投票

日の投票所周辺の警護等も含め

選挙取締といっています．選挙運

等に関する取締りは、検察、警

当局が担当していますが、すでに

きた各種選挙犯罪の捜査のほか、

反行為を防止するための看視も

挙取締上の重要な仕事です．

　　（選挙用語辞典より）
しケつGゆつじ←うし◆つG冷つじ冷つじ◆つG々うこ冷つも◆つ亀冷つQOつこ冷つし←つc冷つ
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価
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とおガ詐3

月
　
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
1
6
日
囲

　
～

2
月
2
8
日
困

9
・
0
0
～
4
・
0
0

市
　
　
役
　
　
所

日雀即
く

・
除

土
は

3
月
1
日
困

9
・
3
0
～
4
・
00

下
　
条
　
出
　
張
　
所

m
・
00
～
3
・
0
0

漉
　
野
　
作
　
業
　
所

3
月
2
日
囲

9
・
3
0
～
4
・
0
0

中
　
条
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
）

3
月
5
日
帽

9
・
3
0
～
3
・
0
0

六
　
箇
　
公
　
民
　
館

10
・
0
0
～
3
・
0
0

船
　
坂
　
作
　
業
　
所

3
月
6
日
㈹

9
・
3
0
～
4
・
0
0

川
　
治
　
公
　
民
　
館

m
・
0
0
～
3
・
00

大
　
池
　
作
　
業
　
所

3
月
7
日
困

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

10
・
0
0
～
3
・
0
0

野
　
中
　
作
　
業
　
所

3
月
8
日
㈱

9
・
3
0
～
3
・
0
0

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日
團

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
　
田
　
出
　
張
　
所

10
・
0
0
～
3
・
00

鉢
　
　
公
　
　
民
　
　
館

3
月
1
2
目
㈲

　
～

3
月
1
5
日
困

9
・
oo
～
4
・
oo

市
　
　
役
　
　
所

欝
嘉
宅
児
置
そ
ヲ
饗

市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
目

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
三
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
五
日
）

ま
で
に
市
税
務
課
ま
た
は
市
政
事
務

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

記
載
方
法
の
相
談
は
　
上
表
の
と
お

り
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
書
き

方
等
不
明
の
点
は
も
よ
り
の
申
告
相

談
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
市
民
税
係

（
3
七
－
三
二
一
番
内
線
二
〇
七

有
線
五
二
五
一
二
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

　
　
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
し
た
か
た
は
、
市
民
税
や
事
業

税
の
申
告
書
は
提
出
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
つ
ぎ
の
よ
う
な
と
き
確
定
申
告
を

　
す
る
と
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す

◎国民健康保険料第6期の納期

　限は2月28日困です。

◎年度末が近づきました。市税

　等の未納はありませんか。も

　う一度お確かめください。

納期内納付を励行しましょう

第3種郵便物認可〉昭和54年2月15日

米
消
費
の
問
題
に
は
根
深
い
も
の
が

あ
っ
て
一
朝
に
は
解
決
し
そ
う
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
こ
と
に
こ
の
十
年
間
で
日

本
人
の
食
べ
物
、
あ
る
い
は
食
生
活

は
大
い
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
よ
く
い

わ
れ
る
こ
と
で
す
。

来
食
中
心
の
食
生
活
か
ら
麺
類
、

パ
ン
食
、
魚
類
、
肉
類
な
ど
を
多
く

摂
取
す
る
洋
風
型
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら

始
ま
っ
た
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
、

パ
ン
食
と
副
食
物
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
食
生
活
が
変

化
し
て
き
た
過
程
に
は
、
生
活
水
準

の
向
上
、
食
糧
政
策
、
栄
養
学
な
ど
、

そ
れ
な
り
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
と
に
か
．
く
国
民
の
「
米
ば
な
れ
」

が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も

な
い
事
実
で
す
。

①
火
災
や
水
害
、
盗
難
な
ど
に
よ
り

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
と
き

　
損
害
額
（
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
部
分
を
除
く
）
の
う
ち
、
所

得
の
十
暫
を
越
え
る
金
額
が
雑
損
控

除
と
し
て
所
得
か
ら
差
引
か
れ
ま
す
。

②
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

　
本
人
の
家
族
が
病
気
に
な
り
多
額

の
医
療
費
を
払
っ
た
と
き
は
、
実
際

に
負
担
し
た
医
療
費
（
領
収
書
が
必

要
）
の
う
ち
五
万
円
（
所
得
の
五
暫

と
ど
ち
ら
か
少
な
い
額
）
を
超
え
る

金
額
が
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
か

麟
．
幾
雛
蕪
．
、
．
慧

納
税
は
、
便
利
な
振
替
ロ
座
で

　
納
税
は
電
話
や
N
H
K
の
受
信
料

と
同
じ
よ
う
に
、
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
納
め

ら
れ
な
い
か
た
は
、
延
納
制
度
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

十
日
町
税
務
所
（
8
二
⊥
一
二
八
一

番
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
　
国
民
の

　
　
　
　
「
米
ば
な
れ
」

　
日
本
は
昔
か
ら
「
瑞
穂
の
国
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
の
す
み
ず
み

で
米
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
．
永
い

歴
史
の
中
で
、
日
本
人
の
食
生
活
を

支
え
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
米
。

　
戦
後
を
通
じ
て
、
食
糧
難
時
代
に

は
強
制
供
出
ま
で
励
行
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
米

は
あ
り
余
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
生

産
量
に
比
べ
て
消
費
量
が
落
ち
込
ん

で
い
る
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
米
の
消
費
量
は
、
昭
和
三
十
七
年

で
一
人
一
日
あ
た
り
玄
米
三
二
四
砂
ラ
、

昭
和
五
十
一
年
で
は
二
三
六
躍
ラ
に
減

っ
て
い
ま
す
。
茶
わ
ん
に
し
て
三
．

二
杯
食
べ
て
い
た
の
が
二
・
三
杯
し

か
食
べ
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。
国

民
一
人
一
人
が
、
一
日
約
一
杯
ず
つ

多
く
食
べ
れ
ば
米
の
過
剰
問
題
は
解

決
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

瞬051年　　　　　日召不037年

1人1日当り2．3杯　1人1日当り3．2杯

（ご飯換算5209）　（ご飯換算7109）

　，ノ、　　　　　　！p’層嚇、、

暫風》
曾9曾
曾　曾

　　　　　　　　曾

赤い羽嬢霧搬禰藤難
　鱗類壽あ雛継農譲羅

綾勲醐雑醐擁緯
構縄麟議・編麟醗獣
鑛擁爆懸離鵡
謹糊馨麟榊㌶懸
簿醸灘鱗鰹繋攣藩
臨懸鱗灘漉熱難蟻

ら
差
引
か
れ
ま
す
（
最
高
二
百
万
円

ま
で
）

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
と
き

　
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
買
っ
た
と
き
は
、
床
面
積
三
・
三

平
方
材
あ
た
り
千
円
、
最
高
三
万
円

が
三
年
間
所
得
税
額
か
ら
差
引
か
れ

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
民
間
の
金
融
機
関
な

ど
か
ら
償
還
期
間
十
年
以
上
の
融
資

を
受
け
て
取
得
し
て
い
る
と
き
は
、

最
高
三
万
円
、
合
せ
て
六
万
円
が
三

年
間
所
得
税
額
か
ら
差
引
か
れ
ま
す
。
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饗
　
　
戴
露
憲
ー
ー
－

騨
・
塞
叢
、
隷
潟
罐
蟹
鑑
蜜
歴
卑
神
糞
論
窪
来

灘
惣
嫉
覇
難
灘
擁
轟
撒
躍
脚
蟻
螺

鷺
義
、
郷
藩
．
、
慧
灘
．
鱗
　
毒
塗
讐
．
肇
や
箋
の
た

驚
陰
2
勢
董
響
豫
葱
善
霧
ゆ
慧
た
め
に
曳
．

剛
叢
欝
．
ぞ
携
纏
獄
竣
鋳
磯
奮
物
孕
．

““
轡
茎
を
韓
、
瀦
礁
懸
騨
φ
藤
蜜
た
．
＋
β
町
は
霧
審
で
も

璽
塾
蚕
蚕
勇
§
勇
廼
妻
器
垂
勇
重
藝
塾
勇
璽
釦
蓼
要
褻
藝
蚕
項
褻
垂
藝
唾
勇
豹
要
藝
唾
勇
蚕
釜

、
餐
欝
蕪
藻
購
郷
藁
講

孫
し
髪
峯
欝
雛
馨
糠
馨
、

姦
轄
繋
毅
欝
雛
難
纏
器

を
、
熱
㎜
雛
驚
幽
紹
，
締
難
疑
み
糞
、
篶
顎

萎
癒
婁
、
雛

　
蝋
藁
漁
惣
纏
欝
』
『
中
魚
沼
繋
織

集
繰
盤
鑑
一
繕
継
鱈
’
郷
繕
鯉
⑳
麟
藁
熱
慧
勲
難

　
解
繊
欝
　
　
。
劉
ー
饗
簾
繋
．
攣
魏
、
、
、

甲
婁
婁
嚢
翫
薫
霧
糠

無
訓
勤
雛
攣
が
溝
、
繊
物
の
面
か
ら
牽
日

、
穫
蹴
搬
｝
史
蓼
譲
し
た
も
の
に
繋
十
日

～
勤
鞭
瓢
掬
嚢
紙
奮
漢
↑
導
β
勧
繊

鞠
黛
賄
翻
あ
り
ま
す
。
と
く
に
「
同

業
織
禽
幾
』
に
爆
、
越
後
縮
の
生
産

　
や
灘
避
鷹
關
蘭
る
災
耕
も
多
く
収
め

　
ら
れ
て
お
讐
恥
，
そ
の
秀
面
鐙
醗
究
に

　
礫
焚
撫
矯
襟
い
婁
物
で
す
。
・

、
そ
の
ほ
か
に
も
、
『
十
魏
財
繊
物
の

あ
ゆ
み
』
『
妻
も
の
、
現
代
に
生
き

る
伝
続
嚇
姦
ど
薩
お
樵
．
織
勝
産
馳

吉
鷲
婁
灘
鷺
蓼
総

ザ
く
ま
去
め
ら
れ
ヤ
い
ま
す
。
　
　
～

　
募
、
華
騨
舞
編
す
拳
騰

史
（
市
吏
）
絃
残
念
撫
纏
ら
蕊
躍
論

く
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
．
け
れ
ど
懇
、
丁

部
分
的
な
も
の
に
橡
『
水
沢
村
史
』

が
あ
り
、
水
沢
地
薩
を
尊
心
と
し
叢

古
代
～
窺
代
楼
わ
．
趨
る
歴
史
と
、
民

総
行
事
や
僑
濃
川
の
通
船
に
蘭
ず
る

記
録
が
丹
念
に
認
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
叢
榊
政
儒
㎜
行
後
の
歩
み
を
行

政
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
に
、
糧
十
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

鼎

麟講蔀

融鮫梛吟－

公
釜
図
甕

、
《
《
夢
￥
ノ
￥
ノ
￥
《
《
ノ
￥
ノ
￥
／
￥
／
￥

曽懲

財
二
÷
離
吏
」
が
あ
り
糞
攣
。

　
さ
ら
鷺
陶
二
の
地
方
の
生
活
や
文

化
の
薗
か
携
し
る
し
驚
讐
”
物
も
あ
蕩

ま
す
．轟

鵜
慧
鍵
鍵
難

侮
．
鰻
鰹
雛
瞭
鰭
燵
、
歴
喪
、
民
俗
、

考
吉
、
嚢
物
窺
地
質
噸
ゼ
の
面
か
ら

の
報
告
が
鐙
っ
て
麟
ま
す
。

　
ま
た
輪
牽
臼
欝
諮
に
お
け
る
文
化

財
の
欝
糞
｝
蒙
豊
W
に
は
、
立
教
大

学
博
物
館
学
講
座
の
学
生
の
調
査
を

も
と
に
し
た
、
，
斎
内
各
地
の
民
総
行

事
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
の
人
々
が
昔
の

く
ら
し
を
ヲ
ー
マ
に
、
自
分
た
ち
で

学
校
施
設
を
開
放

　
　
　
　
　
利
用
申
し
込
み
は
3
月
1
0
日
ま
で
に

　
社
会
体
育
の
普
及
振
興
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
学
校
施
設
を
学
校
教
育

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
一
般
市
民
に
開
放
し
ま
す
。

開
放
校
　
十
日
町
中
学
校
、
南
中
学
校
、
十
日
町
小
学
校
、
西
小
学
校
、
東

小
学
校
、
中
条
小
学
校
、
水
沢
小
学
校
、
吉
田
小
学
校
、
下
条
小
学
校
、
鐙

島
小
学
校
、
飛
渡
第
一
小
学
校
、
六
箇
小
学
校

開
放
内
容

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
通
り

各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

利
用
者
　
利
用
者
は
原
則
と
し
て
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
十
人
以
上

で
構
成
す
る
団
体
で
、
か
つ
責
任
者
が
明
確
な
場
合
で
す
。

申
し
込
み
方
法
　
利
用
団
体
は
、
所
定
の
申
込
書
を
三
月
十
日
ま
で
に
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

●

社
会
奉
仕
の
善
行
、
人
命
救
助
事
故

防
止
な
ど
の
善
行
に
該
当
し
、
他
の

模
範
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
こ
と
。

推
せ
ん
の
方
法
　
推
せ
ん
書
の
記
載

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
、
社
会
福

祉
事
務
所
（
8
七
⊥
三
一
一
番
内

線
一
二
五
）
へ
。

纈
会
津
織
土
箆
』
『
十
日
財
組
地
誌

書
滋
轍
婦
『
越
騰
山
都
豊
』
な
ど
が

あ
嬢
、
村
々
の
様
子
や
人
々
の
く
ら

し
ぶ
り
を
知
る
ζ
と
が
で
き
康
す
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
も
の
は
、
ほ
ん

の
一
部
で
す
が
、
ほ
か
に
も
公
民
館

図
書
室
に
は
、
郷
土
の
こ
と
を
学
ぶ

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
備
え
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ど
ん
ど
ん
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鋸
靴
鱗
欝
鑑

螂心

行青少年の推せんを∬善
を
広
め
、

る
。

　
新
潟
県
有
職
青
少
年
顕

彰
基
金
で
は
、
昭
和
四
十

五
年
に
顕
彰
事
業
を
開
始

し
て
以
来
二
百
八
十
九
人

の
善
行
有
職
青
少
年
を
表

彰
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
も
つ
ぎ
の
と
お

り
表
彰
を
行
い
ま
す
の

で
、
優
れ
た
善
行
有
職
青

少
年
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
主
旨
　
県
内
で
働

く
青
少
年
の
う
ち
、
優
れ

た
善
行
を
し
て
い
る
人
を

表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
や
職
場
に
善
行
の
輪

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

表
彰
予
定
人
員

推
せ
ん
の
締
切

四
十
人
位

三
月
十
日

被
表
彰
者
の
資
格
　
①
昭
和
三
十
二

年
三
月
二
十
一
日
以
後
に
出
生
し
た

人
　
②
定
職
を
も
ち
、
県
内
で
居
住

ま
た
は
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
③

　
　
　
　
　
　

お
お
む
ね
職
場
な
ど
に
お
け
る
善
行

母
子
福
祉
資
金
ー
小
．
中
学

校
入
学
時
の
支
度
資
金
新
設

　
こ
れ
ま
で
、
高
等
学
校
以
上
の
入

学
に
つ
い
て
だ
け
修
学
支
度
資
金
の

貸
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
小
・
中
学
校
入
学
に
っ
い
て
も

支
度
資
金
貸
付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

貸
付
の
要
件
　
　
「
所
得
税
非
課
税
世

帯
」
で
あ
る
こ
と
。

貸
付
額
　
小
学
校
入
学
二
万
五
千
円

　
　
　
　
中
学
校
入
学
二
万
九
千
円

　
母
子
家
庭
で
貸
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
社
会
福
祉
事
務
所
母
子
福
祉

係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
一

五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

惣
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一

甑れqn姻即伽中伽吻伽伽伽幽伽

とくちメモ

締取挙選

饗
馨
ー
レ
騨
糧
睡
瀧
疑
緯
轡
し

一般的には選挙運動および選挙

おける政治活動に関する取締り

ことをいいます瓜このほかに投票

日の投票所周辺の警護等も含め

選挙取締といっています．選挙運

等に関する取締りは、検察、警

当局が担当していますが、すでに

きた各種選挙犯罪の捜査のほか、

反行為を防止するための看視も

挙取締上の重要な仕事です．

　　（選挙用語辞典より）
しケつGゆつじ←うし◆つG冷つじ冷つじ◆つG々うこ冷つも◆つ亀冷つQOつこ冷つし←つc冷つ
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市
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
、
昭
和
五

十
四
年
四
月
一
日
採
用
予
定
の
市
職

員
（
用
務
員
V
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
用
務
員
若
干
名

勧
務
場
所
及
び
受
験
資
格
　
平
場
学

校
、
保
育
所
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ま
た
は
市
役
所
に
勤
務
…
昭
和
四
年

四
月
三
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、

原
付
免
許
を
有
す
る
人
。

選
考
方
法

ω
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

ω
身
上
調
査

個
必
要
に
応
じ
、
作
文
試
験
を
実
施

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

試
験
期
日
及
び
場
所
　
三
月
中
旬
．

十
日
町
市
役
所

　
な
お
、
詳
細
は
申
し
込
み
者
に
通

知
し
ま
す
。

合
格
発
表
　
三
月
下
旬
に
発
表
し
、

受
験
者
に
通
知
す
る
ほ
か
、
市
役
所

に
掲
示
し
ま
す
。

応
募
手
続

ω
申
込
書
類
及
び
申
込
先
…
十
日
町

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
市
総
務
課

へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　
①
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込

　
書
（
用
紙
は
安
定
所
及
び
市
総
務

　
課
に
あ
り
ま
す
）

　
②
身
体
検
査
書

　
③
免
許
証
の
写
し

吻
受
付
時
間
…
二
月
二
十
日
図
か
ら

三
月
五
日
㈲
の
午
後
五
時
ま
で
。

市
立
保
育
所

　
産
休
代
替
要
員
を
募
集

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
市

立
保
育
所
保
母
産
休
代
替
要
員
の
登

録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
登
録
制
度
は
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
市
立
保
育

所
の
職
員
が
出
産
の
た
め
休
業
す
る

期
間
、
そ
の
職
員
の
代
替
と
し
て
臨

時
的
に
勤
務
し
て
も
ら
う
保
母
を
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
つ

ぎ
の
要
領
に
よ
り
、
市
総
務
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
4
　
　
す
　
　
　
　
へ
校

　
　
的
　
ま
8
　
所
練

校
晒
　
り
目
　
定
訓

練
り
　
あ
丁
　
安
業

訓
は
雛
難

業
領
　
腺
体
　
共
高

職
要
　
訓
　
　
公
市

等
麺
灘
器

高
つ
　
込
離
　
＋
＋

　
　
　
、
　
。
申
業
　
　
　
、
の

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
合

　
●
は
す
（
職

　
●
で
ま
困
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
組

集　
　
　
　
　
　
　
　
　
込
築

　
　
校
い
日
高

　
　
練
て
1
5
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
建

募　
　
訓
し
月
町
　
　
申
は

　
　
業
集
3
日
　
　
の
細

生　
　
職
募
　
　
＋
　
　
練
詳

　
　
等
を
切
　
　
　
訓
　
。

鰺
酷
欝
酵
酪

ー
日
の
し
し
3
8
お
い
集

副
・
騒
攣

登
録
資
格

稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

五
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
、
資
格

ま
た
は
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の

人
を
含
む
）
で
、
お
お
む
ね
二
十
歳

か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
人
。

賃
金
　
日
給
三
千
三
百
円
程
度

申
し
込
み
期
間
　
二
月
二
十
日
㈹
か

ら
三
月
五
日
偵
ま
で
。

申
し
込
み
用
紙
　
申
し
込
み
用
紙
及

び
詳
細
は
市
総
務
課
へ
。

区分 訓練科目 定員 訓練期間 訓練時間

成
人
訓
練

経理事務科

人
3
0

　6ヵ月

（4月～10月）

（昼間訓練）

13130～16：00
　週2回

養
成
訓
練

建築製図科
（専修課程）

40
　6ヵ月

（4月～9月）

（夜間訓練）

19：00～21：00

　週3回

建　築　科
（高等課程）

30
　3力年

（4月～11月）

（夜間訓練）

19：00～21：00

　週4回
転
職
剖
練

建　設　科

（型わく）

前期20

後期20

前紬旦…
後期1月～生

（昼問訓練）

9：00～16：00

週5回

・こ簿認

です准

　
　
　
　
　
　
　
　
な
踊
凝
麟

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

　
　
　
　
保
母
．
資
格
．
齢
醐
　
三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

郡
市
内
の
四
市
町
村
が
、
生
活
圏
の

拡
大
に
即
応
し
た
行
政
の
合
理
化
を

図
る
目
的
ズ
、
つ
ぎ
の
仕
事
を
共
同
処
理

す
る
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
設

立
し
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
．

●
組
合
事
務
局
は
、
川
治
内
後
の

消
防
庁
舎
内
に
あ
り
、
組
合
議
会
、

監
査
・
総
務
・
財
政
な
ど
全
般
の
管

理
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
御
陣
荘
）
は
、

　
　
　
　
　
　

津
南
町
芦
ケ
崎
地
内
に
あ
り
圏
域
住

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
年
間
約
一
万

四
千
人
の
か
た
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
料
は
、
大
人
百
五
十
円
、
小

人
七
十
円
で
温
泉
保
養
の
一
日
が
楽

し
め
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、

電
話
津
南
局
五
ー
二
四
五
七
番
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
畜
場
は
、
市
内
高
山
地
内
に
あ

り
、
郡
市
内
の
農
家
で
生
産
さ
れ
る

豚
、
牛
な
ど
七
十
九
％
約
一
万
千
頭

を
と
殺
解
体
し
、
枝
肉
と
し
て
圏

内
の
食
肉
業
者
か
ら
消
費
者
へ
新
鮮

な
肉
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
事
務
局
総
務
部
長
　
牧
野
健
）

や・
つ　

　
b

ほみふ曹

ス
キ
ー
で
た
盛
ら

ヤ
W
｛
憂
も
袈
3
0
ん
ネ

〆∠

心　嵩
　
　
ρ

　
》
．｝

！
，
へ
u

　
　
．
　
臼
．
　
、

　
　
　
■

わ
－
す
｝
こ
蓼
・

僕
雪
乱
舞

し
マ
8
げ
る

　
冤

ご
い　

　
　
圃

＼
一

　
僻縫

0

　
2

〃
　
。
（

つ

謬
一
6

｛
論
、

、
如

娩

m

　
1

「

、編

お
・
・
う

ス
ト
ラ
は
、
敢

使
そ
ち
‘
養
“

び

　
昭
和
五
十
四
年
の
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接

種
一
期
一
回
目
を
左
記
の
日
程
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

一
期
該
当
者
●
昭
和
五
十
一
年
四
月

二
日
～
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
●
前
回
の
該
当
者

で
一
回
し
か
接
種
し
な
か
っ
た
人
と
、

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
未
実
施
者
．

一
期
接
種
方
法
約
一
ヵ
月
の
間
隔

で
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎

実
施
地
区
名

月
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

吉
　
田
　
全
　
区

3
月
6
日
㈹

午
後

－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

吉
田
出
張
所

中
　
条
　
全
　
区

中
条
公
民
館

ド
　
条
　
全
　
区

3
月
7
日
困

午
後

1
時
2
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
区
城

新
座
大
井
田
地
区

午
後

1
時
4
0
分
～
2
時
3
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

水
　
沢
　
全
　
区

3
月
8
日
困

午
後

1
時
0
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

川
　
治
　
地
　
区

（
高
田
町
甲
五
丁
目
を
除
く

六
　
箇
　
全
　
区

午
後

1
時
4
0
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
区
域

川
　
治
　
　
一
　
部

（
高
田
r
凋
・
五
丁
目
）

3
月
9
日
囲

午
後

1
時
4
0
分
～
2
時
3
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。
（
最

低
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
完
了
と
み

な
し
ま
す
）

接
種
前
の
注
意
　
①
前
日
入
浴
を
さ

せ
、
清
潔
な
肌
着
を
き
せ
ま
し
ょ
う

②
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘
れ
ず

に
　
③
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ

ず
に
　
④
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著

し
い
人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認

め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
　
⑤
問

診
票
は
当
日
責
任
を
も
っ
て
正
確
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
二
月
二
十
二
日
㈱
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
　
孕
石
、
控
木
、

長
里
　
▼
二
月
二
十
三
日
囲
　
午
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
吉
田
山
谷

の
一
部
、
樽
沢
、
小
泉
　
▼
二
月
二

十
六
日
㈲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
　
北
鐙
坂
の
一
部
（
上
ノ
山
の

み
）
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